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【イベント】
甲冑姿での火縄銃の砲術演武
武者大名行列
お囃子などのステージ発表
万燈神輿や山車の練り歩きなど

【イベント】
甲冑姿での火縄銃の砲術演武
武者大名行列
お囃子などのステージ発表
万燈神輿や山車の練り歩きなど

第44回

第9回

4月5日日
時間：午前9時30分～ 
場所：観桜苑会場・砂沼南岸会場

4月12日日
時間：午前10時～ 場所：多賀谷城跡公園

【観桜苑会場】
砂沼一周歩こう会
カラオケ大会
sanumaスローマート
赤ちゃんハイハイ競争
売店など

【砂沼南岸会場】
ものまね＆マジックショー
お囃子などのステージ演奏
すいとんの無料配布
売店など

２月22日  第15回公民館まつり（千代川公民館レストハウスで）
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【問い合わせ（両イベント共）】
下妻市産業振興課 

 ☎0296-44-0732
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１階平面図

①

凡例
①出入口Ａより
 「焼きたてベーカリー」方向を望む

しもん亭ゾーン

休憩ゾーン

ベーカリーゾーン

農産物直売所ゾーン

トイレゾーン

コンビニゾーン

管理ゾーン

催事ゾーン

問
い
合
わ
せ
　
建
設
課
　
☎
４
５－

８
１
２
７

　
国
道
２
９
４
号
沿
い
の
「
道
の
駅
し
も
つ
ま
」
は
、
平
成
11
年
に
開
所
以
来
、
間
も
な
く
15
年
が
経
過
し
ま
す
。

　
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
、
新
た
な
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
を
目
指
し
、
下
妻
市
な
ら
で
は
の
食
の
提
供
に
よ
り
、

人
を
集
め
、「
人
」
と
「
産
品
」
が
あ
ふ
れ
る
空
間
を
創
出
す
る
た
め
、
改
修
す
る
も
の
で
す
。

　
２
月
20
日
の
下
妻
市
議
会
第
１
回
臨
時
会
で
、「
道
の
駅
し
も
つ
ま
」
の
改
修
工
事
に
係
る
補
正
予
算
が
可
決
さ

れ
、
今
月
号
で
は
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

平
成
27
年
夏
ご
ろ
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

平
成
27
年
夏
ご
ろ
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す「
道
の
駅
し
も
つ
ま
」

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す「
道
の
駅
し
も
つ
ま
」

　
下
妻
の
「
情
報
発
信
機
能
」、
道
路
利
用

者
の
た
め
の
「
休
憩
施
設
」
と
し
て
平
成
11

年
９
月
２
日
に
開
所
し
た
「
道
の
駅
し
も
つ

ま
」。
開
所
か
ら
４
年
目
（
平
成
14
年
度
）
の

ピ
ー
ク
時
に
は
年
間
利
用
者
80
万
６
千
人
、

販
売
額
６
億
５
千
２
百
万
円
の
実
績
を
上
げ

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
近
年
は
北
関
東
自
動
車
道
の
開

通
に
よ
る
道
路
体
系
の
変
化
、
東
日
本
大
震

災
以
降
の
生
活
行
動
や
消
費
の
変
化
な
ど
か

ら
、
利
用
者
数
お
よ
び
販
売
額
と
も
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
た
改
修
工

事
で
は
、
メ
ー
ン
施
設
と
な
る
「
農
産
物
直

売
所
」
を
別
棟
か
ら
改
修
建
物
（
本
体
施
設
）

の
中
心
部
に
移
動
し
、
新
た
に
「
焼
き
た
て

ベ
ー
カ
リ
ー
」「
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
」

を
設
置
。
施
設
内
に
回
遊
性
を
持
た
せ
て
利

用
者
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
ま
す
。
利
用
者

ニ
ー
ズ
や
時
代
に
即
し
た
施
設
改
修
に
よ
り
、

「
道
の
駅
し
も
つ
ま
」
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

や
認
知
度
の
向
上
を
図
り
、
利
用
者
数
お
よ

び
販
売
額
の
増
加
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

●
事
業
期
間

　
平
成
26
年
10
月
〜
平
成
27
年
７
月

●
総
事
業
費

　
４
億
８
千
万
円

　（
財
源
・
市
町
村
合
併
特
例
債
な
ど
）

●
改
修
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
予
定
）

新
し
い
道
の
駅
に

新
し
い
道
の
駅
に

内
　
　
容

内
　
　
容

本
体
施
設
改
修
工
事

本
体
施
設
改
修
工
事

営
業
準
備
・
調
整

営
業
準
備
・
調
整

★
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

★
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

改
修
事
業
の
概
要

改
修
事
業
の
概
要

　出入口Aから入ると、正面に「食事処しもん亭」
があります。休憩コーナーを抜けると「焼きたて
ベーカリー」売場があり、テイクアウトして休憩
コーナーで飲食できます。

②出入口Ｂより
 「焼きたてベーカリー」方向を望む

　建物中央に「農産物直売所」を配置しました。地
元の採れたて新鮮野菜や果物、農畜産物の特産加
工品などを厳選して販売し、「下妻の魅力」をア
ピールしていきます。

食事処
しもん亭

焼きたて
ベーカリー

出入口Ａ 出入口Ｂ

休憩コーナー
農産物直売所

コンビニエンスストア←

②←

改修イメージ図

改
修
工
事
の
ポ
イ
ン
ト

1
施
設
配
置
を
変
更
、

　
　
　
　
ワ
ン
フ
ロ
ア
化
へ

　
現
在
、
敷
地
内
南
棟
に
あ
る「
農
産

物
直
売
所
」を
改
修
建
物（
本
体
施
設
）

の
中
心
部
に
移
動
。

　「
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
」「
焼
き

た
て
ベ
ー
カ
リ
ー
」
の
新
規
導
入
や
、

現
レ
ス
ト
ラ
ン
を
改
装
し
て「
食
事
処

し
も
ん
亭
」を
再
配
置
す
る
な
ど
、
一

つ
の
フ
ロ
ア
に
機
能
を
集
約
し
、利
便

性
と
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
ま
す
。

2
施
設
内
の
回
遊
性
を
確
保

　「
農
産
物
直
売
所
」
を
本
体
施
設
の

中
心
に
、「
食
事
処
し
も
ん
亭
」「
休
憩

コ
ー
ナ
ー
」「
焼
き
た
て
ベ
ー
カ
リ
ー
」

「
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
」
を
そ
の

周
囲
に
配
置
す
る
こ
と
で
、施
設
内
の

回
遊
性
を
確
保
し
ま
す
。

N

8月 7月 6月 5月 4月 月

営業

4月から改修工事を行う「道の駅しもつま」の本体施設（外観）

配置図
（本体施設）
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稲葉市長に地域の要望などを説明する区長
（１月27日、リフレこかいで）

40年続けた「花いっぱい運動」などを振り返り、
青年部の発足の経緯を語る佐藤会長

　区長と市長が対面して、さまざまな地域課題や要望、市が進
める各種施策等について意見交換する対話集会を１月27日・リ
フレこかい、２月7日・大宝公民館、２月11日・市立図書館で開
催しました。中学校区を単位とした３会場に延べ113人が参加
しました。
　集会は、まずは稲葉市長が市の動向や財政状況を報告。続い
てフリートークで、区長からの意見や質問、地域の要望などに
その場で稲葉市長が回答し、活発な意見交換が行われました。
道路やごみ対策など市民生活の安心・安全に直結する要望が多
い中で、「元気に過ごしている高齢者をもっと活用して地域の活
性化を図れないものか」と、老人力を生かした市民協働のまち
づくりを提案する建設的な意見もありました。
　これから地域の要望や意見を取りまとめ、市政運営に反映さ
せながら、さらに「市民協働のまちづくり」を進めていきます。

知恵と力を出し合う 市民協働のまちづくり
「平成26年度市長との対話集会」「市民協働まちづくり推進交付金事業実績」

市民協働のまちづくり

平成26年度下妻市市民協働のまちづくり推進交付金一覧
No.

1

2

3

4

5

6

300,616

137,498

31,160

213,310

130,004

35,182

847,770

246,375

104,565

31,160

213,310

130,004

35,182

760,596

70,000

52,000

14,000

100,000

86,000

20,000

342,000

蚕飼地区まちづくり
推進委員会

別府コミュニティ
センター運営委員会

栗山商店会

さぬま・桜の会

大宝緑町自治区

別府西自治会

計

申請2年目
1/2補助

申請2年目
1/2補助

申請2年目
1/2補助

申請1年目
2/3補助

申請1年目
2/3補助

申請1年目
2/3補助

団体名 事業名及び事業内容 総事業費 対象経費 交付申請額 備考

■「区長と市長との対話集会」
　フリートークで意見交換

　市では、地域および市の活性化を図るため、市民団体が自主的に行う市民協働の事業に対して、交付対象経費の３分の
２以内で10万円を限度に「下妻市市民協働のまちづくり推進交付金」を交付しています。平成26年度は、７団体の応募
から６団体が採択され、地域交流事業や環境美化事業が行われました。
　この交付金事業は、平成27年度も継続する予定です。下図の採択事業などを参考に、皆さんの地域で活動してみたい
事案があるときには、市役所本庁舎の市民協働課に相談してください。

■「市民協働まちづくり推進交付金」で地域の交流・活性化を支援

　人口減少・少子高齢化社会による問題は、地域コミュニティ活動の停滞や
空き家問題など、さまざまな形でその兆しが出ています。自治区長連合会で
は、将来起こる現実に立ち向かっていくには、行政の力だけでなく、今こそまち
づくりの基盤である地域コミュニティの重要さを認識していこうと、「市長と
の対話集会」に併せて「まちづくり講演会」を実施しました。
　講演会は、石岡市区長会の佐藤信夫会長が講師となり、花いっぱい運動や
悪臭漂う水源の蘇生を通じて、町内会の団結と人材育成を実現した「東の辻二
部町内会」の活動事例を紹介。10年かけて造成した東の辻水源の遊歩道が東
日本大震災で崩壊し、その現状復旧に75歳前後の会員が黙々と復旧している
のを見かねて、45歳以下の会員たちが立ち上がり、青年部が結成されました。
　佐藤会長は「若い人たちは、年寄りが地道に活動しているのをずっと見てき
た。『花づくりは、人づくり』をモットーに活動を継続してきたことが力となり、
若者が気づき、自ら行動してくれた。『継続は力なり』です」と強調しました。

■「まちづくり講演会」を対話集会に併せて開催

下妻市の耐震化の進捗状況（公立小中学校）

問い合わせ　市民協働課　☎４３－２１１４

【地域イベント開催事業】
地域住民でやすらぎの里公園をイルミネーションによる装飾を行い、あわせてク
リスマス会を開催する。

【高齢者とのそば会】
コミュニティセンターの運営委員が高齢者にそばを用意し、コミュニティセンター
で交流を持ちながら食べる。

【きれいで安全な自治区】
地域住民で刈払機で道路の脇の草刈りや不法投棄のごみの回収を行い、子どもた
ちの登下校の安全確保や野菜の盗難を防ぐ。

【地域住民による環境整備事業】
地域内の２か所のごみ集積所を、地域住民が整備を行い害鳥被害を防止する。

【「くり８くん」ランタンつくりで町おこし　商店街でコミュニケーション】
栗山商店会で、地域の小中学生・高校生と一緒に、ランタンや廃油でろうそくを作り、11月に点灯
式を実施し、11月～1月まで各商店や下妻駅前にランタンを設置し、見学者と地域との交流を図る。

【砂沼の桜ソーラーLEDイルミネーション】
「冬でも見られる桜」をテーマに桜色のイルミネーションの装飾をして「魅せる砂沼」を目指
す。12月から2月までイルミネーションを点灯し、話題・注目を集め砂沼周辺の活性化を図る。

　
下
妻
市
で
は
、学
校
施
設
の
耐
震
化
を
最
重
要
課
題
と
し
て
、耐
震
補
強
工
事

や
建
て
替
え
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
末
に
は
、耐
震
化
が
必
要
な
建
物
は
、下
妻
中
学
校
の
校
舎
５
棟

と
な
り
ま
す
。

　
地
域
の
防
災
拠
点
や
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
担
う
学

校
施
設
の
耐
震
化
の
状
況
を
紹
介
し
ま
す
。

市
内
全
小
学
校
の
耐
震
化
が
完
了
し
ま
し
た

市
内
全
小
学
校
の
耐
震
化
が
完
了
し
ま
し
た

進
む 

学
校
施
設
の
耐
震
化

進
む 

学
校
施
設
の
耐
震
化

平成27年２月に耐震補強・改修工事が完了した上妻小学校の校舎平成27年２月に耐震補強・改修工事が完了した上妻小学校の校舎

　
市
内
小
中
学
校
の
校
舎
お
よ
び
体
育
館

の
26
棟
が「
耐
震
化
」ま
た
は「
建
て
替
え
」

工
事
が
必
要
と
判
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
市
で
は
学
校
施
設
の
耐
震

化
を
最
優
先
で
取
り
組
み
、
耐
震
化
の
早

期
実
現
を
目
指
し
て
工
事
等
を
計
画
的
に

進
め
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
４
月
に
は
東
部
中
学
校
の
新

校
舎
へ
の
移
転
。
平
成
25
年
３
月
末
に
は

市
内
全
小
中
学
校
の
体
育
館
の
耐
震
化
を

補
強
工
事
の
予
定
を
前
倒
し
し
、

耐
震
化
を
促
進

補
強
工
事
の
予
定
を
前
倒
し
し
、

耐
震
化
を
促
進

平
成
29
年
度
ま
で
に
公
立
学
校
施
設
の

耐
震
化
率
１
０
０
％
を
目
指
し
ま
す

平
成
29
年
度
ま
で
に
公
立
学
校
施
設
の

耐
震
化
率
１
０
０
％
を
目
指
し
ま
す

　
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
か
ら
災
害
時
に

備
え
、
地
域
の
避
難
所
と
な
る
学
校
施
設

に
、
ク
ラ
ッ
カ
ー
等
の
非
常
用
備
蓄
食
料

や
発
電
機
、
毛
布
な
ど
の
備
蓄
品
の
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
備
蓄
品
の
保
管
場
所
が
な
い
学
校
施
設

に
は
「
備
蓄
倉
庫
」
の
設
置
を
進
め
て
お

り
、
平
成
26
年
度
末
ま
で
に
市
内
全
小
中

学
校
で
備
蓄
品
保
管
場
所
の
整
備
が
完
了

し
ま
す
。

　
万
が
一
の
災
害
に
備
え
、
自
分
の
住
ん

で
い
る
地
域
の
避
難
所
を
、
家
族
み
ん
な

で
事
前
に
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

防
災
拠
点
の
整
備
も
進
め
て
い
ま
す

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

防
災
拠
点
の
整
備
も
進
め
て
い
ま
す

完
了
さ
せ
、
児
童
生
徒
の
安
全
・
安
心
を

図
る
と
と
も
に
、
災
害
時
に
お
け
る
地
域

住
民
の
避
難
所
と
し
て
の
機
能
を
確
保
し

て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
の
耐
震
化
工
事
で
は
、
下

妻
小
学
校
南
校
舎
と
上
妻
小
学
校
校
舎

に
、
１
年
前
倒
し
し
た
高
道
祖
小
学
校
校

舎
を
加
え
て
３
棟
を
実
施
。
今
年
２
月
末

の
完
成
を
も
っ
て
市
内
全
小
学
校
の
耐
震

化
が
完
了
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
現
在
、
下
妻
中
学
校
の
校
舎
に

つ
い
て
は
「
建
て
替
え
」
に
よ
り
耐
震
化

を
図
る
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。
同
校
校

舎
の
改
築
工
事
が
計
画
ど
お
り
平
成
29
年

度
末
に
完
了
し
た
際
に
は
、
本
市
の
公
立

学
校
施
設
の
耐
震
化
率
が
１
０
０
％
と
な

り
ま
す
。
市
民
や
地
域
で
の
安
全
・
安
心

へ
の
意
識
が
高
ま
る
中
、
耐
震
化
の
早
期

実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
で
基
本
設
計
を
ま
と
め
、

平
成
27
年
度
に
は
実
施
設
計
、
平
成
28
年

度
か
ら
は
改
築
工
事
に
着
手
で
き
る
よ

う
、
計
画
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。
基
本

設
計
の
概
要
（
完
成
予
想
図
、
施
設
配
置

図
な
ど
）
は
、
広
報
し
も
つ
ま
２
０
１
５

年
４
月
号
で
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

宗道小学校体育館の玄関前に設置された防災倉庫
（平成26年8月設置）

（%）
H23.4 H24.4

耐震化率 耐震化が必要な棟数

H25.4 H26.4 H27.4 H28.4 H29.4 H30.4
（棟）
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80.0

60.0

40.0

20.0

0

25

20

15
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5

0

耐震化率

耐震化が必要な棟数59.2%

70.8% 75.0%
80.4%

88.9% 88.9% 88.9%

100%
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有料広告欄有料広告欄

ng（ナノグラム）
　ナノは10億分の１の単位。
　ngは10億分の１グラム。

TEQ（Toxic Equivalents）
　ダイオキシン類の濃度（毒性の強さ）
を表示する際に、異性体ごとの毒性強度
と存在量を考慮して算出した濃度であ
ることを明示するための記号。

※焼却灰、ばいじん等について、国の処理基準を下回る測定結果となりま
　した。

※排ガスについて、国の排出基準、及びクリーンポート・きぬ独自の管理
　目標値を下回る測定結果となりました。

㎥N（㎥Normal）
　圧力１気圧、温度０℃の状態における
気圧の体積を㎥で表した単位。

平成26年度のクリーンポート・きぬ
ダイオキシン類測定結果について報告いたします

問い合わせ　下妻地方広域事務組合
　　　　　　クリーンポート・きぬ
　　　　　　☎４３－８８２２

用語の解説測 定 日 採取場所 測定炉 分 析 結 果

平成26年11月25日（火）

国（「ダイオキシン類対策特別措置法」「廃棄物
処理法」）の排ガス中のダイオキシン排出基準

1.0ng－TEQ/㎥N
（2002年12月1日から）

クリーンポート・きぬの排ガス目標値 0.5ng－TEQ/㎥N

煙突中間部
（排ガス）平成26年12月12日（金）

１号炉

２号炉

0.044ng－TEQ/㎥N

0.039ng－TEQ/㎥N

測 定 日 品　　目 分 析 結 果

平成26年12月12日（金）

焼却灰、ばいじん等の処理基準
3.0ng－TEQ/g
（2002年12月1日から）

平成26年12月12日（金）

焼却灰

ばいじん等

0.015ng－TEQ/g

0.31ng－TEQ/g

真剣な眼差しで環境カルタを競う子どもたち

　カルタ遊びを通じて、環境問題の関心を高めようと平
成22年度から始まった「しもつま環境カルタ大会」が２
月22日、イオンモール下妻のフォレストコート特設ステー
ジで開かれ、市内の幼児や児童114人が熱戦を繰り広げ
ました。市民、事業者、行政が協働して温暖化対策を推進

環境カルタで子どもたち熱戦「しもつま環境カルタ大会」開催
環境保全活動

する市民団体「STOP!温暖化エコネットしもつま」（軽部
守彦会長）が主催し、今回で５回目。
　環境カルタは、市民に「地球温暖化」や「リサイクル」
などについて環境標語を募集し、「家庭ごみ きちんと分
別 貴重な資源」など優秀作品44点を「読み札」に採用。
「絵札」は市内中学生が原画を描いて完成させた下妻市
オリジナルのカルタです。
　競技は学年ごとにトーナメント戦で行われました。子
どもたちは２人１組となり、真剣な眼差しで絵札を探し、
飛び込むように取りに行く姿も見られました。
　「幼児の部」で優勝したきぬ保育園年長の早川真渚く
んと大塚朝陽くんは「家で、お父さん、お母さんといっぱ
い練習した。（環境カルタは）全部覚えた。小学校に行っ
ても、またやってみたい」と話してくれました。
　「しもつま環境カルタ」は、市ホームページからダウン
ロードして簡単に作成することができます。カルタ遊びを
通じて、環境について考えてみましょう。

ちか な

あさ ひ

稲葉市長と熱心に意見交換する女性スタッフ

下妻市ホームページ
「まちづくり女性スタッフ」

　「人にやさしい夢のあるまちづくり」の推進と「女性の
積極的な行政参加」を図るため、毎月、市政について勉強
会を開催している下妻市まちづくり女性スタッフ10期生
10人が２月３日、市役所会議室で市長とタウンミーティ
ング（対話集会）を行いました。
　「女性の目線でのまちづくり～人がいきいきかがやく
まち・下妻～」をテーマに、防災や福祉、教育などのまち
づくりについて、女性スタッフと市長が直接対話するフ
リートークで進められました。安心・安全な日常生活を
願う視点から、障がいのある人などの災害時の具体的な
避難対策やクルマを持たない高齢者などをカバーする公
共交通に関する意見が出される一方、若い世代に伝わる
新たな情報提供の手段を検討すべきなどの要望もあり、
市長との活発な意見交換が行われました。
　参加者からは「市長の熱心な受け答えに、行政が身近
なものになり、今後の勉強会の励みになりました」などと
声が聞けました。

下妻市まちづくり女性スタッフと市長とのタウンミーティングを開催
市民協働のまちづくり・男女共同参画

　このタウンミーティングの結果等は、
市ホームページで詳細を見ることがで
きます。

平成２６年度しもつま環境カルタ大会結果一覧（優勝チーム）
部門

幼児の部

１年生の部

２年生の部

３年生の部

４年生の部

５年生の部

６年生の部

きぬ保育園

豊加美小学校

豊加美小学校

宗道小学校

豊加美小学校

宗道小学校

豊加美小学校

早川 真渚

池田 綺華

倉金 佑那

藤田 梨緒

山中 潤也

藤田 結衣

大谷 京平

大塚 朝陽

面土座 アリウス

諸井 遥

戸嶋 心花

寺田 音王

前野 壮大

渡辺 未空

ポケモン・リザードン

とよかみぐんぐん１の１

なかよしチーム

宗道ラッキーズ

カルタドラゴン

宗道ラッキーズ

豊加美グレート

チーム名 学校名 氏名１ 氏名２

下妻市ホームページ
「しもつま環境カルタ」作成

▲
鮮
や
か
な
シ
ク
ラ
メ
ン
の
鉢
植
え
を
前
に
、

右
か
ら
稲
葉
市
長
、石
井
さ
ん
、青
柳
教
育
長

（
市
役
所
本
庁
舎
・
市
長
室
で
）

　２月３日、市内鎌庭で季節に合わせて鉢花などを育てている
石井匡之亮さんより、シクラメンの鉢植え31鉢を寄贈いただ
きました。鉢植えは市内各小中学校へ２鉢ずつと、市役所本庁
舎４鉢、同千代川庁舎3鉢が配布され、市民の目を楽しませて
います。

小中学校、市役所庁舎へシクラメン鉢植え寄贈

温かい善意ありがとうございます

きょうの すけ

あや か

ゆ な

だいたに み く

ね お

ここ は

そうだい

めん ど ざ
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　今が旬の白菜。NHKが白菜の産地を訪ねて、白
菜の知られざる魅力を紹介しようと１月30日、市内
皆葉でスイカや白菜づくりを営む農家の染野千代
子さんを首都圏取材班が訪れました。
　今回取材を受けたのは「ひば（干葉）」と呼ばれ
る乾燥させた白菜。野菜の少ない冬に白菜をカラ
カラに乾燥させて保存食としたもので、半年以上
保存がきく。使いたいときに熱湯で戻し、主に味噌
汁や鍋料理などの具材として食べられてきました。
　ひば料理を味噌汁で食べたNHKリポーターの
角田京子さんは「すごいシャキシャキしています。
白菜の味が濃いというか、旨味が凝縮されていま
す。白菜の甘みが出汁となって優しい味になってい
ます」と絶賛。
　収録後に染野さんからは「テレビを通して、下妻
の白菜のおいしさがたくさんの人に伝わってくれる
とうれしい」と話が聞けました。
　今回の映像は２月10日の夕方に既に放送されま
したが、白菜の料理方法などはNHK「ゆうどき」
のホームページで見ることができます。

　「災害時の相互応援協定を結ぶ茨城県下妻
市から参加の皆さんです」
　浦安市運動公園総合体育館脇のスタート地
点でアナウンスされると、会場からは下妻市民ラ
ンナー37人に向けて大きな拍手がわきました。
　２月１日、同運動公園と舞浜ホテル群周辺で
行われた「第24回東京ベイ浦安シティマラソン」
に下妻市民が招待されました。今年で３回目。
　今大会は、浦安市内の復旧・復興工事の状
況から、昨年の８キロメートルの部は２キロメー
トル距離が伸びて、10キロメートルとなりました。
風は少し強かったものの、絶好のマラソン日和
に恵まれ、全国から約4,780人のランナーが参加
しました。
　下妻市民ランナーは全員が完走する中、笠島
光男さん（高道祖）が50～59歳の部で３位、池
上聡さん（江）が39歳以下の部で５位に見事入
賞しました。

下
妻
産
の
白
菜
の
お
い
し
さ
テ
レ
ビ
で
伝
え
る

Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合「
ゆ
う
ど
き
」で
下
妻
の
白
菜
料
理
を
紹
介

大
き
く
な
っ
て
戻
っ
て
来
て
ね
鮭
の
稚
魚
放
流
式

浦
安
の
海
風
浴
び
て
下
妻
市
民
ラ
ン
ナ
ー
快
走

第
24
回
東
京
ベ
イ
浦
安
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
で
市
民
交
流

リポーターにひば料理を説明する染野さん（右）

親
子
の
ふ
れ
あ
い「
パ
パ
と
ク
ッ
キ
ン
グ
」

親子で協力しながら作業しました

「シモンちゃん法被」で下妻市をアピールしました

　ビアスパークしもつまで２月13日、茨城県が
運営するインターネットテレビ「いばキラＴＶ」
のテーマ曲「はじまりのひかり」のプロモー
ションビデオ撮影が行われました。
　撮影は、「いばキラＴＶ」の開局２周年を記
念して、茨城県出身のシンガーソングライター
鈴華ゆう子さんが制作したテーマ曲に合わせ、
県内全44市町村を舞台に県民が振り付けを
踊るもの。下妻市のパート撮影には、下妻発ご
当地アイドル「しもんChu」や商工・農業関係
者、市民団体、市職員など10～70代の市民22
人が参加し、息の合ったダンスを披露しまし
た。
　市内神明で農業を営む小田部真理子さんは
「練習では少し不安でしたが、本番は楽しく
踊れて良かった。ママ友に自慢したい。多くの
皆さんに観てもらえるよう伝えていきたい」と
ダンスを終えて安堵の笑顔で話してくれました。

下
妻
市
民
が
い
ば
キ
ラ
Ｔ
Ｖ
テ
ー
マ
曲
で
ダ
ン
ス
披
露

い
ば
キ
ラ
T
V
テ
ー
マ
曲「
は
じ
ま
り
の
ひ
か
り
」プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
撮
影

強風の中でも笑顔でダンスを披露する参加者たち

　「認知症」をテーマに、認知症の正しい知識や
現状を伝える「医療現場とともに考える市民フォー
ラム」（真壁医師会主催）が２月15日、千代川公民
館ホールで開催され、市内外から153人が参加しま
した。
　講演では、「現代人に必要な認知症の知識」と
題して、古河赤十字病院脳神経外科部長で認知
症疾患医療センター長の山田武先生がスライドを
使って、認知症の早期発見や治療につながる「物
忘れ外来」などを分かりやすく説明し、会場から
の質問にも丁寧に回答していました。
　市内60代女性からは「母自身が認知症を心配し
ていて、どんな症状が認知症なのか、どこに相談
すればいいのか分からず不安でした。『物忘れ外
来』を知り、受診してみようと思った。もやもやとし
た疑問がすっきりして良かった」と話が聞けました。

公
民
館
ま
つ
り
で
日
ご
ろ
の
成
果
を
披
露

第
15
回
公
民
館
ま
つ
り

手編み作業に夢中になる参加者たち

　千代川公民館で２月21、22日の両日、「第15
回公民館まつり」が開催され、延べ1,000人が会
場を訪れました。
　展示コーナーでは、公民館や市民センター各
種教室の成果として陶芸や生け花、つるし雛な
どの作品が数多く展示されました。
　１階ホールでは、合唱やオカリナ演奏、ダンス
など、公民館教室やサークルなどで練習を重ね
た各種団体が日ごろの成果を披露しました。
　親子で参加するお菓子作りや自由参加の折り
紙、手編みなどの体験コーナーは人気を集め、
子どもから高齢者まで一緒に楽しみ、交流を深
めました。
　手編み体験でベストを編むことに初挑戦した
60代の女性は「以前から手編みに興味があっ
た。手先を使うのが楽しい。認知症予防にもい
いから」と笑顔で話し、編み方を教わりながら
周りの人たちとの会話も楽しんでいました。

 

認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
る

医
療
現
場
と
と
も
に
考
え
る
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

　千代川公民館の調理室で２月１日、「カルシウム
で元気いっぱい骨太家族！」をテーマに料理教室
が開かれ、市内の親子13組31人が参加しました。
　親子のふれあいを深め、男性の家事・育児への
参加と乳製品を取り入れたバランスの良い食事を
学んで家族の健康づくりを進めることが目的。市
の管理栄養士を講師に、食生活改善推進員のサ
ポートを受けながら、「ミートローフ」「ロールキャ
ベツ風カレースープ仕立て」「パンケーキ」の３品
に挑戦しました。
　ミートローフづくりでは、ひき肉に粘り気が出る
までひたすら練り混ぜる作業に子どもたちが力尽
きると、「最後はパパの出番か」と親子で協力し、
楽しみながら仕上げました。
　参加した保護者からは「子どもと一緒に料理を
通じて、ふれあえたのでよかった」などと話が聞け
ました。

男
女
共
同
参
画
・
保
健
セ
ン
タ
ー
食
育
共
同
事
業

認知症の講演を聞き入る参加者たち

　筑西市女方にある鬼怒小貝漁業協同組合ふ化場で
２月１日、鮭の稚魚放流式が行われました。
　放流式には、鬼怒川流域の結城市、筑西市、下妻
市などから幼児や児童、家族連れなど約250人が集ま
りました。本市からは「水辺の楽校」活動の一環とし
て青龍楽校少年団の児童40名が参加。漁協の人から
鮭の生態や川の様子、自然についての説明を受けた
後、稚魚が成長して元気に戻って来ることを願いなが
ら、約25万匹を放流しました。
　下妻小３年の新村綾菜さんは「鮭が道を間違えな
いで、同じ場所に戻って来るなんてすごい」と驚いた
様子で、一緒に参加した母親は「稚魚の放流は初めて。
こういう体験を通して、子どもたちの食に対する意識
などが変わってくれたらうれしい」と話してくれました。

やさしく稚魚を放流する子どもたち

しん むら あや な

　完成した動画は２月28日
からインターネット上で公開
され、「いばキラ はじまり
のひかり」で検索し、誰で
も視聴することができます。

 すずはな

「はじまりのひかり」

かく た

さとし
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自主防災会の再構築を説明する石岡市南台二丁目自主防災会の川田会長

■自主防災組織の結成・活動への支援

　地域防災の中核となる自主防災組織の新規結成や
活動の促進を図るため、その中心的な役割を担う防災
リーダーの育成を目的とする茨城県主催の「平成26
年度防災啓発研修会」（自主防災組織リーダー研修
会）が２月27日、下妻市民文化会館で開かれました。
　県南・県西地域を中心に自治会役員や学校関係者、
防災士など約450人が参加し、気象庁職員による防
災情報の種類や生かし方などの解説、県内自主防災
組織３団体による活動事例紹介から、「私たちの地域
は、私たちで守る」という自助・共助の心構えと自主
防災組織によるコミュニティ強化の必要性を学びま
した。
　柳原代表区の代表区長を務める柴崎清一さんから
は「災害に備えて、（自主防災組織は）必要な組織だ
と思っている。これから地区の人たちに声かけしてい
こうと思う。組織をつくるには分からないこともある
ので、市役所に相談していきたい」と話が聞けました。

　市では、自主防災組織の結成や活動に対して支援し
ています。
　組織づくりに関する規約や役員名簿の作成など、市
役所本庁舎の消防交通課に相談してください。

地域の防災リーダーを育成する
「平成26年度防災啓発研修会」開催

安心・安全なまちづくり

　選挙管理委員会の委
員の安原正宏さん（鯨）
が平成27年１月19日付
けで退任されたことに伴
い、荒井榮文さん（若柳
甲）が平成27年１月20
日付けで同委員に就任し
ました。
　任期は、安原さんの残
任期間となる平成29年
３月26日までとなります。

選挙管理委員会委員の異動

公平・公正な選挙

受 賞 者 紹 介

民間自治功労者表彰民間自治功労者表彰

森田 隆雄さん （神明）森田 隆雄さん （神明）

荒井 榮文さん
（若柳甲）

　選挙管理委員会は、市長および市議会議員の
選挙を管理し、国・県の選挙に関する事務を行
うほか、選挙人名簿の作成・管理を行います。

　森田さんは、平成11年に下妻市選挙管理委員会
の委員に就任し、平成18年からは同委員会の委
員長の要職を務められ、平成25年３月に退任す
るまでの13年余の永きにわたり地方自治に貢献
されました。
　この度、その功績が認められ、茨城県市長会か
ら民間自治功労者表彰を受賞されました。

よしふみ

組織を結成する
とき

資機材や
備蓄食料を
整備するとき

資料作成など自主防災組織の結成に係る
費用
助成額：３万円（一律）

自主防災組織の資機材（備品等）の整備
に係る費用
助成額：資機材整備費の１/２
　　　（上限額10万円・１回限り）

ホース格納箱の設置及び修繕に係る費用
助成額：設置費用の１/２（上限額10万円）

ホース格納箱を
設置するとき

問い合わせ　消防交通課　☎４３‐２１１９

誰か一人でもいいからやめさせて
たばこに関する地域研修会

たばこの弊害などを説明する平間医師

　「誰か一人でもいいからタバコをやめさせてほしい。特に女性を。子ど
もはたばこに触れないで大人にしたい」と強く訴える平間敬文医師。
　下妻公民館学習室で２月19日、茨城県常総保健所が主催する「たばこ
に関する地域研修会」が開催され、市内外から一般市民をはじめ、薬剤
師会、民間企業や行政の保健担当者など41人が参加しました。
　「たばこというドラッグがもたらすもの～喫煙習慣の本質を語ろう～」
と題した講演会では、市内江にある平間病院の平間院長と筑波大学医
学部の男子学生５人が講師となり、たばこを取り巻く現状や、強い依存
性のある危険なドラッグであることを動画やグラフで詳しく伝えました。
　「タバコをやめたい」と常総市から参加した75歳の男性は「20歳から
吸い始めて55年になる。体にタバコのにおいが染みついて、家族からや
めてほしいとよく言われている。薬で禁煙できることを知り、いいチャン
スだと思った。診察を受けて、必ずやめたい」と強い決意を話してくれま
した。

下妻の情報をラジオで伝えています！

「@タウン下妻」の番組収録を行う山田さん
（２月20日、下妻市内の鯨井スタジオで）

ほ 市民の声

 　今年1月から、つくば市のコミュニティFMラジオ局「ラヂ

オつくば」で、下妻市に関する情報や出来事などを提供す

る番組が始まりました。今回は、元下妻発ご当地アイドル

「しもんChu」のメンバーとして活動し、現在は歌手・タレント

として活躍する山田麻里子さんからのお便りを紹介します。

　　  んにちは！元「しもんChu」のまりちゃんこと、
　　  山田麻里子です。
　私は今、FM84.2Mhzラヂオつくばで「@TOWN
下妻」という、下妻市のイベントや行政の情報、さま
ざまな出来事などをお伝えする番組をやっています。
元 「々しもんChu」で活動していた時に、町の人たち
とのつながりというのが、とても大事だと思っていま
して、今回こういった機会をいただけたのが、とても
うれしく思っています。
　番組は、毎週水曜日の16時～16時30分に、ラジ
オのチャンネルをFM84.2Mhzに合わせていただく
か、「サイマル放送」というインターネットでも聞け
るようになっています。
　今は電波が届く地域が限られていることもある
ので、インターネットでラヂオつくばのホームページ
にアクセスして、「ネットでラヂオつくば」のバナー

こ

をクリックしていただくか、スマートフォンで
「ListenRadio（リスラジ）」などのアプリをダウン
ロードしてもらって、「ラヂオつくば」で検索をかけ
てください！
　また、「YouTube（ユーチューブ）」では、再放送
を行っていますので、「あっとTOWNしもつま」で検
索してみてください！
　最後に、「町が一つの家族」というキーワードで
番組を作っています。これから下妻市民の方々に取
材に行って、たくさんの人の話を聞いてみたいです。
皆さんの架け橋になれる番組を目指して頑張ってい
ますので、応援よろしくお願いします！

あっと タウン
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子どもの
純粋な

心のつぶ
やき

口頭詩

は
い

こ
れ
と
　
こ
れ
と
　
こ
れ

み
ん
な
　
は
ん
ぶ
ん
こ
ね

ひ
と
つ
し
か
な
い
か
ら
ね

あ
れ
　
ひ
と
つ
た
り
な
い

な
お
の
ぶ
ん
わ
す
れ
た

じ
ゃ
ま
た
　
は
ん
ぶ
ん
こ

お
い
し
い
ね

【
解
説
】

　
娘
が
、
一
つ
し
か
な
い
お

や
つ
を
、
皆
で
わ
け
よ
う
と

し
た
時
の
こ
と
で
す
。
一
生

懸
命
わ
け
て
い
た
娘
。
ふ
と

気
が
付
く
と
一
つ
足
り
ま
せ

ん
。
さ
て
ど
う
す
る
か
を
見

て
い
る
と
、
一
番
大
き
い
物

を
二
つ
に
わ
け
て
ち
ゃ
っ
か

り
自
分
の
分
を
作
り
ま
し
た
。

園
で
半
分
こ
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
人
と
の
分
け
合
い

を
覚
え
た
一
つ
成
長
し
た
娘

で
し
た
。

　
採
集
　
母
　
増
田
　
弘
美

は
ん
ぶ
ん
こ

　わが家の小さな三人目の看板息
子。二人のお兄ちゃんに鍛えられ、
毎日がとてもにぎやかです。食べる
ことが大好きで、好き嫌いなく「こ
れ、おいしいねっ」と何度も何度も
言いながら、毎食必ず笑顔で完食し
てくれます。
　息子たちの成長が楽しみです。

陽一・桂子さんの三男
河村 匠ちゃん

たくみ

下妻丁・仲町

　我が家のヒーロー、陽向。待望の
男の子。戦隊ごっこをしながら毎日
飛んだり跳ねたり。最近では自転
車に乗れるようになりました。
　ご飯をモリモリ食べて、たくさん
遊んで健やかに育ってね。
　いつまでも家族みんなの正義の
ヒーローでいてください！！

直人・直美さんの長男
粟野 陽向ちゃん

光・瑞枝さんの長男・長女
生井 煌人・千晴ちゃん

あき と ち はる ひな た

別府 若柳

　我が家の長男、煌人くん。ボール
遊びが大好きで、野球、サッカーの
真似も、上手になりました。
　妹の千晴も産まれ、お兄ちゃんら
しく、笑わせようと必死な姿を見る
と、とてもうれしいです。これからも
兄弟仲良く成長してね。

市
民

　

  

芸

文

俳

　句

短

　歌

み
ギャラ

リー
んなの

♥

★

★

にんきもの
わがやの

♪

♪

　このコーナーでは、市内在住の１～３歳までのお子さんの写真に、お父さん・お母さんの
コメントをつけて紹介しています。誕生日など、思い出の１ページとしていかがですか？
　ご希望の方は、【秘書課・広報広聴係 ☎４３-２１１２】までご連絡ください。

め
で
た
き
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ふ
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も
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り
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寿
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真
白
藩
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凛
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し
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星
空
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余
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夜
の
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木
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加
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）

飯
村
　
真
琴
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黒
　
駒
）

坂
井
　
耕
人
（
五
　
箇
）

七
歳
の
晴
れ
着
姿
の
曾
孫
の

写
真
に
見
入
る
睦
月
の
部
屋
に

横
倉
　
愛
子
（
小
　
島
）

朝
も
や
の
深
き
散
歩
路
帰
る
途
に

幻
想
的
な
陽
の
昇
り
来
る

稲
葉
　
節
子
（
加
　
養
）

石
け
り
の
輪
の
跡
白
く
残
り
た
る

孫
の
帰
り
し
正
月
の
庭

神
郡
　
亜
佐
（
高
道
祖
）

た
た
な
は
る
雲
を
金
色
に
染
め
あ
げ
て

元
日
の
陽
の
沼
面
か
が
よ
ふ

関
　
千
代
子
（
下
妻
乙
）

眼
の
黄
斑
病
み
ゐ
る
吾
へ
針
に
糸
を

あ
ま
た
通
し
て
娘
は
帰
京
せ
り

須
藤
恵
美
子
（
前
河
原
）

昨
日
の
ご
と
想
い
出
浮
か
ぶ
日
記
帳

三
年
分
の
歳
月
重
し

渡
辺
　
恵
美
（
下
妻
丁
）

朔
風
に
心
も
萎
え
る
日
日
な
れ
ど

雲
の
流
れ
に
亡
母
の
こ
と
思
ふ

浅
野
　
悦
子
（
鎌
　
庭
）

供
花
並
ぶ
ホ
ー
ル
に
恩
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を
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ろ
が
れ
ば

耐
え
き
し
涙
ほ
ろ
り
と
落
つ
る

飯
泉
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子
（
　
原
　
）

野
を
愛
し
人
を
愛
し
た
歌
人
逝
く

折
か
ら
の
雪
止
む
こ
と
知
ら
ず

倉
田
　
淑
子
（
　
原
　
）

増田 なおこ
５歳１か月
（上妻幼稚園）

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
ふ
れ
あ
い

前回登場の吉川博之さんからの紹介

あなたへあなたへ
わたしから　

私
は
、
中
学
生
の
頃
か
ら
始

め
た
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
が
大
好
き

で
、
休
日
に
な
る
と
下
は
小
学

生
、
上
は
還
暦
を
過
ぎ
た
大
先

輩
た
ち
と
一
緒
に
汗
を
流
し
て

い
ま
す
。

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
と
い
う
ス

ポ
ー
ツ
は
、
ダ
ブ
ル
ス
が
主
流

で
、
ポ
イ
ン
ト
を
取
る
た
め
に

２
人
で
声
を
掛
け
合
い
、
話
し

合
い
、
勝
つ
た
め
に
は
ど
の
よ

う
に
す
れ
ば
良
い
の
か
を
考
え

な
が
ら
す
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

ま
た
、
ラ
ケ
ッ
ト
も
軽
い
た
め

に
、
老
若
男
女
が
気
軽
に
で
き

る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
年
代
の

方
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
ふ

れ
あ
い
が
多
く
、
テ
ニ
ス
の
技

術
だ
け
で
な
く
、
た
く
さ
ん
の

こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
最
近
で
は
、
自
分
よ
り
も
年

下
の
年
代
に
対
し
て
、
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
う
こ
と
が
多
く
な
り

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
特
に
気

を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
、
挨
拶

と
礼
儀
で
す
。
私
も
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
て
挨
拶
と
礼
儀
に
つ

い
て
学
ん
で
き
た
経
験
か
ら
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
技
術
以
外
に

で
も
何
か
伝
え
ら
れ
る
こ
と
が

あ
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。 飯泉  武志さん（長塚）

vol.110

さわやか
リレー

ちよかわ幼稚園

かわいい ひなまつり

▲年少組（ばら組・もも組）の
　皆さん

　今年のひなまつ
りは、写真を使って
自分もおひなさま・
おだいりさまに変
身!!
　３月３日のひなま
つりパーティーでは
みんなで大はしゃ
ぎ。４月からは年長
さんになる、ばら
組・もも組の皆さ
ん、仲良く元気に過
ごしてくださいね。

こ

よ

い
ん

あ
や

き

ぞ

く

げ

さ
く
ふ
う

ひ
い
ま
ご
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有料広告欄

43,367人
21,678人
21,689人
15,217世帯

（－12）
（－  8）
（－  4）
（＋  6）

（－326）
（－191）
（－135）
（＋109）

4 April
Health Calendar

４月１日～４月30日
月

相談ごと
◆行政相談
日　時　４月１０日（金）午後１時３０分～３時３０分
場　所　千代川公民館 １階 小会議室
日　時　４月１７日（金）午後１時３０分～３時３０分
場　所　下妻公民館 １階 和室
問合先　秘書課　☎４３－２１１２

◆人権相談
日　時　４月１７日（金）午後１時３０分～３時３０分
場　所　下妻公民館 ２階 小会議室
問合先　人権推進室　☎４３－８２４６

◆こころの健康相談
日　時　４月８日（水）午後１時～４時（予約制）
場　所　市役所第二庁舎 ３階 小会議室
問合先　福祉課　☎４３－８３５２

◆消費生活相談
日　時　月・火・木・金曜日（毎週）
　　　　午前９時～１２時　午後１時～４時３０分
　　　　日曜日（４月２６日）
　　　　午前９時～１２時
場　所　下妻市消費生活センター（千代川庁舎内）
問合先　下妻市消費生活センター　☎４４－８６３２

◆納税相談
・夜間納税相談
日　時　４月２日（木）午後５時３０分～７時３０分
・休日納税相談　
日　時　４月２６日（日）午前８時３０分～午後５時
場　所　市役所本庁舎 １階 収納課
問合先　収納課　☎４３－８２７４

◆法律相談
日　時　４月１４日（火）・２１日（火）・２８日（火）
　　　　午後１時３０分～３時３０分
　　　　※事前に予約が必要です（当日不可）
場　所　４月１４日　市役所第二庁舎 ３階 中会議室
　　　　４月２１日　市役所第二庁舎 ３階 大会議室
　　　　４月２８日　市役所本庁舎 ３階 中会議室
問合先　下妻市社会福祉協議会　☎４４－０１４２

人　口
　男
　女
世帯数

前月比 前年比

中山医院

元気アップ教室（9:15～10:00）
２歳児歯科健診（13:15～13:30）

すくすく相談（13:30～）

ぴよぴよ教室（10:00～10:30）
５か月児健診（13:15～13:30）

菊山胃腸科外科医院

キッズくらぶベビー＆ママ体操（10:00～10:30）
ママサロン（13:30～15:30）
前期マタニティクラス（13:15～13:30）

パクパク離乳食教室（10:00～10:15）
１歳６か月児健診（13:15～13:30）
３歳児健診（13:15～13:30）

軽部病院

セット健診〈健診＋胃がん〉下妻保健センター
（7:00～10:30） 予約者のみ

セット健診〈健診＋胃がん〉千代川公民館
（7:00～10:30）予約者のみ

セット健診〈健診＋胃がん〉千代川公民館
（7:00～10:30）予約者のみ

坂入医院

下條整形外科

西南
西南
古河
西南
西南
西南
西南

西南
西南
古河

西南
友愛
西南
西南

友愛
西南
古河
西南
西南
西南
西南

西南

西南

古河
西南
友愛
西南
西南
西南
西南
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水

木

金

土

日

月

火

水

木

金
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月

 

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

◆火災・災害のとき　　　  ☎0296-44-3111
◆市役所などの行事・催物  ☎0296-43-4000

♥

人口と世帯

テレフォンサービス

３月１日現在の常住人口

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小

小児輪番病院は、入院治療を必要とする子供の救急医療を行っています。
受診される際は、医療機関に必ず事前に電話でご相談ください。
・西南・・・茨城西南医療センター病院（境町２１９０）☎０２８０－８７－８１１１
・友愛・・・友愛記念病院（古河市東牛谷７０７）☎０２８０－９７－３０００
・古河・・・古河赤十字病院（古河市下山町1150）☎０２８０－２３－７１１１

在 休日在宅当番医 午前９時30分～午後４時
中山医院　　　☎４３－２５１２　　　
菊山胃腸科外科医院
　　　　　　　☎４４－２０１４

軽部病院　　　☎４４－３７６１
坂入医院　　　☎４３－６３９１
下條整形外科　☎４３－３６６６

夜間応急診療所
土･日･祝日（1月1日を除く）：午後７時～翌朝７時

保健センター内　☎４３－１９９０

在

在

在

在

在

健康カレンダー
1

通学路の安全確保のために
　下妻市教育委員会は12月19日、「下妻市通学路安全推進会議」を開催し、市内小中学校通学路の安全
確保に向けた取り組みを継続して行うため、「下妻市通学路交通安全プログラム」を策定しました。
会議では、平成24～25年度に学校関係者、警察、道路管理者および市職員により実施した合同点検に
おける危険箇所の安全対策協議を基に、定期的な合同点検の実施や対策の改善・充実等の取り組みな
どを協議し、通学路の安全確保に関する取組方針をまとめました。
　今後は、本プログラムに基づき、児童生徒が安全に通学できるように定期的な合同点検と対策の検討
を行ない、通学路の交通安全対策を進めていきます。

小 小児救急当番医
月･火・水・木・金・土曜日：午後6時～午後11時
　　　　　　 日曜・祝日：午前9時～午後4時

4

［通学路安全確保のためのＰＤＣＡサイクル］

対策の改善・充実

Action（改善）

■プログラムの推進体制
　通学路の安全確保について、関係機関の連携を図る
ため、以下をメンバーとする「下妻市通学路安全推進
会議」により安全対策の推進を図っていきます。
・下妻市小中学校教頭会 
・下妻市ＰＴＡ連絡協議会 
・下妻警察署
・茨城県常総工事事務所
・下妻市消防交通課
・下妻市建設課
・下妻市教育委員会

■取り組みの基本的な考え方
　継続的に通学路の安全を確保するため、合同点検を
継続するとともに、対策実施後についても対策効果の
把握を行い、対策の改善・充実を行います。
　これらの取り組みをＰＤＣＡサイクルとして繰り返し
実施し、通学路の安全性の向上を図っていきます。

■対策一覧表、箇所図の公表
　小中学校ごとの点検結果や対策内
容については、関係者間で認識を共
有するために「対策一覧表」および
「対策箇所図」を作成し、市ホームペー
ジ等で公表します。

歩道が新設された市道（新町地内）

「下妻市通学路交通安全プログラム」を策定しました

問い合わせ　学校教育課　☎４５－８９９４

対策の実施

Do（実行）

合同点検の実施 Plan（計画）

対策効果の把握 Check（評価）

対策の検討

 ⇦

 ⇦
 ⇦

 ⇦

下妻市ホームページ
「通学路の交通安全対策」


